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平成 23 年 4 月 28 日 
各 位 

会 社 名 ロ ー マ イ ヤ 株 式 会 社   
代 表 者 名 代表取締役社長 中津濵 健  

（コード番号 2893  東証第二部）  
問 合 せ 先 常務取締役 野口一世  

 （ＴＥＬ 0287（65）3500）        
 

特別損失の発生および業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 当社は、固定資産の減損損失等による特別損失の発生及び最近の動向を踏まえ、平成 23
年１月 28日の平成 23年３月期第３四半期決算発表時に開示した平成 23年３月期通期の業

績予想を修正することにしましたので、お知らせいたします。 
  

記 
１．平成 23 年３月期業績予想の修正（平成 22 年４月１日 ～ 平成 23 年３月３１日）  

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円

12,700
百万円

125
百万円

110
百万円 

100 
円 銭

3.21

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 12,674 70 55  △1,216 △39.00

増  減  額 （Ｂ－Ａ） △26 △55 △55 △1,316 

増   減   率    （％）  △0.2％ △44.0％ △50.0％  － 

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年３月期) 
13,082 297 280  270  8.69
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２．修正理由 
 （1）減損損失について 

当社埼玉工場のハム・ソーセージの生産設備は昭和 40 年の建設から使用しており、

老朽化等の問題から改築等を図るべく検討しておりました。その中、埼玉工場の敷地

が埋蔵文化財包蔵地と確認されたため、新工場の完成までにかなりの年数を要するこ

とから、他の場所に建設する案で検討することにいたしました。これにより、埼玉工

場は惣菜等の製造のみとなり収益性の低下が見込まれ、埼玉工場の資産グループにつ

いては回収可能額まで減額し、当該減少額を減損損失 12 億 40 百万円として特別損失

に計上することにいたしました。 
 

 （2）東北地方太平洋沖地震の影響について 
    ３月 11 日に発生しました東北地方太平洋沖地震により、当社の基幹工場でありま

す栃木工場内が翌日の午前５時までの 15 時間停電となり、その影響から製造中の仕

掛品等を廃棄したことなどにより 24 百万円を特別損失として計上いたしました。 
 
 （3）最近の動向について 
    第 4 四半期につきましては、お客様の低価格・節約志向は依然として根強く、個

人消費は低迷しております。また、業者間の価格競争も一段と激しさを加えており、

主として惣菜などの利益幅が減少いたしました。 

    従いまして、通期の営業利益及び経常利益を修正し、上記の特別損失（合計で 12

億 64 百万円）が発生したこともあり、当期純利益を修正いたします。 
 
 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。 
 

以 上 
 


